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               審   査   の   要   旨 
 
 ミャンマーには多様なイネ遺伝資源が存在することは知られていたが、国の近代化とともに諸外国からの導
入品種の栽培が増加し、遺伝資源の消失が問題化しつつある。本論文は、ミャンマーのイネ遺伝資源の有効な
保存方法および利用方法を検討し、遺伝資源保全方策の提言の基盤情報を得ることを目的に、DNAレベルから
食味形質、日長反応性、耐病性と多面的に遺伝資源の多様性の把握を試みたものである。供試品種・系統はほ
ぼ全国を網羅している。多様性の実態をミャンマーの多様な生態系あるいは民族ごとの利用方法との関係で考
察し、山岳地帯の遺伝資源の価値を明らかにしたことは特筆できる。これまで遺伝・育種学的にほとんど整理
されてこなかったミャンマーイネ遺伝資源の評価は今後のこの国の育種に大きな貢献が期待できるのはもち
ろん、アジアのイネ育種の価値ある遺伝資源としての情報を与えるものとして評価できる。 
 
平成27年12月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
